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経　　済

創業家、いや章男によるトヨタグループ支配の強化。その手法に豊田家内
からも不満と怒りが噴出。少数株主を顧みぬ不当なＴＯＢにも怨嗟は渦巻
く。暴君・章男の独善で、グループ統治の悪化は不可避だ。（68頁）
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政　治 WORLD

国難演出と進次郎特需は、いずれも日持ちせ
ず。都議選ショックそのままに、参院選で与党
過半数割れを喫すれば、石破は終わる。仮に
首の皮一枚でもっても、秋には解散風が吹く。
その先の政界流動化は早い。（48頁）
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イランが軸のシーア派勢力は満身創痍。イスラエルは軍事力で春を謳歌する
が、それも長くない。イラン核保有の悪夢は遠くなく、反シオニズムは根深く
広く過激化する。トランプの浅薄な平和の代償は大きい。（6頁）
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創業家、いや章男によるトヨタグループ支配の強化。その手法に豊田家内
からも不満と怒りが噴出。少数株主を顧みぬ不当なＴＯＢにも怨嗟は渦巻
く。暴君・章男の独善で、グループ統治の悪化は不可避だ。（68頁）

地方・僻地の医療を支える大義はどこへやら。
実態は自治医大と総務省が共謀する利権装置だ。
医師不足の窮状につけ込む脅迫ビジネスで稼ぎ、
多額の補助金を吸い込む。誰も咎めぬ天下りの
楽園だ。（110頁）
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ず。都議選ショックそのままに、参院選で与党
過半数割れを喫すれば、石破は終わる。仮に
首の皮一枚でもっても、秋には解散風が吹く。
その先の政界流動化は早い。（48頁）
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